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まえがき 

 

イカ釣り漁業の集魚灯（漁灯）は大光量化・大消費電力化の歴

史をたどってきました。このため、本漁業は燃油依存度の高い産業と

なり、近年の燃油高騰を背景に厳しい経営を余儀なくされています。こ

のような状況から、発光ダイオード（LED）を用いた漁灯が省エネル

ギー技術として注目されるようになり、2004年以降、本格的な実用

化研究が進められるようになりました。当初、燃油消費量が激減する

というふれこみもあってLED漁灯には大きな期待が寄せられました

が、研究が進むにつれてLED漁灯だけで操業すると漁獲量が目減り

してしまうことが分かってきました。しかし、漁獲が少なくなる理由は不

明であり、その後も具体的な対策がないまま試行錯誤の実用化研究

が進められていました。 

そこで私たちは、夜間操業するイカ釣り漁船にイカが集まり、そして

漁獲されるまでの仕組み（誘集・漁獲過程）を解き明かし、この仕組

みを土台にしてLED漁灯の技術改善の方向性を見出そうと考えまし

た。2009年度から4年間実施した研究事業によって、誘集・漁獲過

程の解明が大きく進展し、さらに新設計のLED漁灯を漁船に装備し

て操業することができました。本ガイドはこれらの成果をとりまとめたも

のです。「イカ釣りLED漁灯活用ガイド」と題していますが、誘集・漁
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獲過程についてはメタルハライド灯を装備した調査船で研究した内

容であり、メタルハライド灯やハロゲン灯などの従来漁灯の活用方法

にも触れています。さらに、LED漁灯の特長を知ることで従来漁灯の

長所と短所を知ることができるので、LED漁灯を使用していない漁

業者にも参考にしていただけると思います。イカ釣り漁業者の皆さん

が省エネルギー操業を考える上で本ガイドが多少なりとも役に立て

ば幸いです。 

2013年3月  

編集担当者・執筆者一同 

 

 

 

 

注1 本ガイドでは、集魚灯を「漁灯」、LED漁灯を「LED灯」、魚群

探知機を「魚探」、省エネルギーを「省エネ」と略称しました。 

注2 本ガイドでは「イカ」はスルメイカを指しています。 

注3 本ガイドで紹介する研究成果の一部は、農林水産省委託プ

ロジェクト研究「有用水産生物の光応答メカニズムの解明及

び高度利用技術の開発」によるものです。 
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LED灯を点灯した小型船 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LED灯を用いた操業の様子 
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調査船白山丸（167トン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査船船底下に集群したイカ 




